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 博士論文 要旨 
「心中による虐待死」の子ども家庭福祉研究 －ファミリーソーシャルワークの必要性－ 
社会福祉学研究科   児童・家庭福祉学分野 





(2005) は児童虐待の防止等に関する法律(以下，児童虐待防止法)の 2004 年の改正をうけ，
全国の児童虐待による死亡事例等の分析ならび検証を開始した．第 8 次報告では「心中」に


















子どもの殺害に母親が関与した 9 事例である．まず，｢家族の生活上の問題｣を二重 ABC-X
モデル(危機理論)及び三角関係モデル(ボーエン理論)を援用し分析した．次に，関係機関の
関与状況では，関与の全体像を二重 ABC-X モデルを援用し分析した．さらに，児童相談所
と福祉事務所を中心とした関与状況を，関わり・問題点・課題の 3 つの観点から分析した． 
一方で，質問紙調査の対象は，全国の保健所(495 か所)，全国の精神保健福祉センター(69 か






























6．結論   
 ｢心中による虐待死｣を企図した母親の精神保健上の問題の背景にある｢家族の生活上の
問題｣として，｢子の損傷｣と｢喪失による悲哀の病理｣による母親の状態像を明らかにした．
また，｢心中による虐待死｣3 類型を見出した．一方で，調査対象 9 事例に対しインタビュー
協力者が 12 名と，データが量的に十分とはいえず汎用性の限界が考えられた．今後は，調
査対象を広げ未然防止策の一般化に向けチェックリストを作成する．さらに，｢心中による
虐待死｣を社会問題として捉え多様な角度から検討すると共に，現象の理論化を試みたい． 
